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首
都
圏
の
農
地
移
動
に
関
す
る
一
考
察

長

島

弘

道

は
　
し
　
が
　
き

　
都
市
的
土
地
需
要
の
増
大
と
新
都
市
計
画
法
に
よ
る
土
地
利
用
の
規
制
な
ど
都
市
サ
イ
ド
か
ら
農
村
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
近
年
と
み
に

強
く
な
り
、
し
か
も
地
域
的
に
拡
大
し
て
い
る
。
昭
和
三
〇
年
代
の
都
市
的
土
地
需
要
は
大
都
市
に
比
較
的
近
接
し
た
地
域
が
主
で
あ
っ

た
が
、
四
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
は
国
に
よ
る
大
規
模
開
発
事
業
あ
る
い
は
大
資
本
に
よ
る
山
林
、
農
地
の
買
収
と
開
発
が
、
従
来
と
は

全
く
異
っ
た
規
模
と
速
さ
で
展
開
さ
れ
外
延
的
拡
大
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
今
日
は
北
総
台
地
や
埼
玉
県
西
部
、
北
部
等
首
都
圏
整
備

法
に
よ
る
近
郊
整
備
地
帯
の
フ
リ
ン
ジ
の
地
域
で
の
開
発
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　
筆
者
は
四
六
年
以
来
伊
勢
原
市
（
神
奈
川
県
）
、
関
宿
町
、
佐
倉
市
（
以
上
千
葉
県
）
等
で
農
業
調
査
の
機
会
を
え
た
が
、
そ
の
折
こ
れ

ら
の
地
域
で
の
農
地
移
動
は
転
用
（
五
条
）
に
よ
る
も
の
の
他
農
地
法
三
条
に
よ
る
有
償
移
動
が
多
い
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。
農
地
法
は

農
地
改
革
の
精
神
に
則
っ
て
制
定
さ
れ
た
法
律
で
あ
り
、
そ
の
三
条
で
は
農
地
の
権
利
移
動
の
制
限
に
つ
い
て
述
べ
、
農
地
を
取
得
で
き

る
の
は
農
家
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
従
っ
て
こ
こ
に
云
う
三
条
有
償
の
農
地
移
動
は
農
家
自
体
に
よ
る
農
地
取
得
で
あ
る
。

　
農
業
基
本
法
の
施
行
以
来
農
地
の
流
動
化
が
叫
ば
れ
て
久
し
い
が
、
そ
の
進
展
は
遅
々
と
し
て
い
る
ば
か
り
か
、
地
価
の
高
騰
は
そ
れ

を
一
層
困
難
な
ら
し
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
下
に
あ
っ
て
農
家
に
よ
る
農
地
取
得
は
、
い
か
な
る
要
因
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
ま
た
ど

の
よ
う
な
性
格
を
も
っ
て
い
る
も
の
な
の
か
、
こ
の
小
論
は
こ
の
よ
う
な
点
に
焦
点
を
し
ぼ
り
な
が
ら
農
地
移
動
の
実
態
に
つ
い
て
若
干

の
分
析
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
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一、

_
地
の
転
用
お
よ
び
移
動
の
推
移

　
農
地
転
用
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
昭
和
三
〇
年
代
、
都
市
を
中
心
と
し
た
日
本
経
済
の
発
展
に
よ
り
、
都
市
の
側
か
ら
の

土
地
需
要
の
増
大
を
背
景
と
し
て
い
る
。
主
た
る
転
用
目
的
は
工
場
用
地
、
住
宅
用
地
等
で
あ
る
が
、
首
都
圏
内
で
も
地
域
に
よ
っ
て
時

期
的
な
ず
れ
が
あ
り
、
転
用
の
過
程
、
農
家
の
対
応
な
ど
に
も
相
異
が
み
ら
れ
る
。

　
神
奈
川
県
の
場
合
、
昭
和
三
四
年
頃
か
ら
農
地
転
用
面
積
が
増
大
傾
向
を
示
す
よ
う
に
な
り
、
三
六
年
に
は
年
間
一
四
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー

ル
（
三
二
年
当
時
の
七
倍
）
と
著
し
く
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
後
四
〇
年
頃
ま
で
は
停
滞
的
で
あ
る
が
、
四
〇
年
代
に
入
っ
て
ま
た
上
昇

傾
向
を
示
す
。
農
地
転
用
面
積
の
目
的
別
構
成
を
み
る
と
三
七
年
段
階
で
工
場
用
地
三
一
％
、
住
宅
用
地
四
二
％
、
そ
の
他
二
七
％
と
な

っ
て
い
る
が
、
四
五
年
段
階
で
は
工
場
用
地
一
二
・
四
％
、
住
宅
用
地
五
八
・
五
％
と
な
り
、
工
場
用
地
の
比
率
が
低
下
す
る
。
つ
ま
り

神
奈
川
県
の
農
地
転
用
は
昭
和
三
〇
年
代
後
半
に
は
県
の
内
陸
部
で
の
工
業
化
に
伴
っ
て
工
業
団
地
の
造
成
が
各
地
で
展
開
さ
れ
た
こ
と

に
よ
っ
て
ひ
と
つ
の
ピ
ー
ク
を
つ
く
り
、
四
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
住
宅
地
の
造
成
を
主
軸
に
し
た
転
用
が
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。

　
大
規
模
な
開
発
が
行
わ
れ
て
土
地
を
失
っ
た
農
家
が
代
替
地
を
求
め
る
の
は
、
単
に
工
業
団
地
に
限
ら
ず
、
ダ
ム
建
設
に
伴
う
水
没
農

家
の
場
合
な
ど
も
同
様
で
あ
る
が
、
三
〇
年
代
後
半
の
代
替
地
取
得
は
、
こ
れ
と
若
干
異
っ
た
様
相
を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ

れ
は
所
有
地
の
全
く
あ
る
い
は
殆
ん
ど
を
失
っ
た
農
家
だ
け
で
な
く
、
一
部
分
を
転
用
し
た
農
家
ま
で
が
代
替
地
の
取
得
に
積
極
的
に
な

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
農
家
の
税
金
対
策
的
な
面
も
あ
る
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
農
家
が
土
地
を
購
入
す
る
場
合
、
そ
の
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

金
は
山
林
、
農
地
の
売
却
代
金
で
あ
る
が
、
こ
の
使
途
に
つ
い
て
調
査
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
る
。
初
期
の
段
階
で
は
住

家
の
新
改
築
資
金
と
す
る
比
率
が
高
い
が
、
土
地
価
格
の
上
昇
が
持
続
化
す
る
と
考
え
ら
れ
る
段
階
に
な
る
と
投
機
性
を
含
ん
だ
代
替
地

取
得
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
、
都
市
的
土
地
需
要
に
よ
っ
て
農
地
を
売
却
（
五
条
転
用
）
し
た
農
家
が
、
今
度
は
自
ら
農
地

需
要
者
に
転
換
す
る
。
こ
う
し
て
農
地
の
需
要
も
増
大
し
、
そ
の
結
果
農
地
価
格
の
上
昇
が
も
た
ら
さ
れ
、
更
に
こ
れ
を
前
提
と
し
た
代

替
農
地
取
得
と
い
う
過
程
が
展
開
さ
れ
た
。
都
市
的
土
地
需
要
に
関
連
し
た
農
地
移
動
が
一
般
化
す
る
に
至
っ
て
、
土
地
価
格
は
よ
り
密
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（単位ha）第1表　農地の転用・移動の推移
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埼
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千
　
　
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

度
を
高
め
つ
つ
県
下
全
域
的
に
上
昇
高
騰
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
神
奈
川
県
の
三
条
有
償
移
動
は
三
五
年
が
五
二
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
五
三
三

四
件
、
三
条
移
動
の
う
ち
有
償
移
動
率
七
四
％
）
で
、
そ
の
後
四
三
年
ま
で

連
年
五
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
移
動
し
、
特
に
三
六
、
三
九
年
に
は
六
〇
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
こ
え
て
い
る
。

　
第
二
次
大
戦
後
の
農
地
の
転
用
と
移
動
に
関
し
て
大
き
な
影
響
を
与
え
た

の
は
、
昭
和
四
五
年
に
施
行
さ
れ
た
新
都
市
計
画
法
で
あ
る
。
こ
の
法
律
が

実
施
さ
れ
る
と
市
街
化
調
整
区
域
で
は
農
地
転
用
の
抑
制
を
う
け
る
こ
と
に

な
る
の
で
、
そ
の
実
施
前
に
農
地
転
用
を
意
図
し
て
い
た
農
家
の
多
く
が
一

気
に
転
用
申
請
を
農
業
委
員
会
に
提
出
し
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
か
け
こ

み
転
用
」
で
あ
る
。

　
こ
の
全
国
的
傾
向
に
対
し
て
神
奈
川
県
も
例
外
で
は
な
く
〔
第
1
表
〕
に
も

示
し
た
如
く
、
四
三
年
は
一
、
一
六
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
っ
た
転
用
面
積

が
、
四
四
年
に
は
一
、
四
七
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
四
五
年
に
は
一
、
八
二
六
ヘ

ク
タ
ー
ル
と
大
き
く
増
加
し
た
。
た
だ
こ
の
段
階
に
な
る
と
三
条
有
償
移
動

は
減
少
傾
向
を
た
ど
り
始
め
て
い
る
。
こ
れ
は
農
地
価
格
の
急
速
な
上
昇
の

結
果
、
既
に
農
家
に
と
っ
て
は
代
替
地
の
取
得
が
困
難
に
な
っ
た
た
め
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
点
、
千
葉
、
埼
玉
両
県
と
は
趣
を
異
に
し
て
い
る
。

　
戦
後
の
千
葉
県
の
開
発
は
最
初
は
臨
海
部
に
お
け
る
工
業
開
発
に
指
向
し

て
い
た
が
、
三
〇
年
代
後
半
か
ら
四
〇
年
代
に
か
け
て
は
こ
れ
と
併
行
し
て

内
陸
部
に
お
い
て
、
新
東
京
国
際
空
港
（
一
、
〇
六
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
、
千
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葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
（
二
、
九
一
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
、
成
田
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
（
四
八
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
、
東
関
東
自
動
車
道
、
そ
し
て
十
六
地

区
の
内
陸
工
業
団
地
等
大
規
舗
発
計
画
蕪
定
さ
れ
そ
れ
が
実
施
さ
れ
る
に
及
ん
で
・
従
来
肇
的
色
彩
の
非
常
に
強
か
・
た
北
総
地

域
は
急
激
な
変
貌
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　
東
京
・
神
奈
川
に
お
い
て
都
市
化
、
工
業
化
が
進
展
し
た
昭
和
三
〇
年
代
と
比
較
す
る
と
、
四
〇
年
代
の
そ
れ
は
規
模
に
お
い
て
大
き

い
だ
け
で
な
く
拡
大
の
速
度
が
極
め
て
速
か
っ
た
。
こ
の
急
激
な
開
発
と
都
市
化
の
波
に
農
家
は
完
全
に
の
み
こ
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
穀

作
を
中
心
と
し
た
農
業
の
商
品
作
物
へ
の
転
換
が
十
分
に
行
わ
れ
な
い
う
ち
に
都
市
化
の
波
が
お
し
よ
せ
て
き
た
た
め
に
、
農
家
は
そ
れ

に
対
応
す
る
だ
け
の
経
営
的
、
生
活
的
体
制
が
と
と
の
え
ら
れ
る
以
前
に
、
労
働
力
の
農
外
流
出
が
は
じ
ま
り
同
時
に
農
地
そ
の
も
の
を

も
都
市
化
の
波
の
中
に
放
り
出
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
農
地
転
用
は
東
京
に
隣
接
し
た
東
葛
飾
地
区
や
千
葉
付
近
か
ら
漸
次
印

旛
、
香
取
、
山
武
地
区
へ
と
外
延
的
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。
四
二
年
以
降
の
農
地
転
用
の
状
況
を
み
る
と
新
都
市
計
画
法
が
実
施
さ
れ
た

四
五
年
か
ら
神
奈
川
を
上
ま
わ
り
埼
玉
に
次
い
で
い
る
。
四
五
年
は
農
地
転
用
（
五
条
）
に
傾
斜
し
三
条
有
償
は
減
少
し
て
い
る
と
は
い

え
、
そ
の
後
は
再
び
上
昇
し
て
い
る
。
こ
れ
は
千
葉
県
で
は
現
在
な
お
大
規
模
開
発
が
行
わ
れ
て
お
り
本
来
的
意
味
で
の
代
替
地
取
得
が

あ
る
こ
と
と
、
も
う
ひ
と
つ
は
前
述
の
神
奈
川
県
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
農
地
転
用
、
代
替
地
取
得
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
現
在
も
な
お
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

1・00

二
、
三
条
有
償
移
動
の
地
域
的
動
向

　
農
地
法
三
条
に
は
自
作
地
の
有
償
所
有
権
移
転
と
自
作
地
の
無
償
所
有
権
移
転
（
相
続
）
と
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
有
償
所
有
権
移
転

に
限
定
す
る
。
昭
和
四
十
六
年
の
自
作
地
の
所
有
権
移
転
の
う
ち
有
償
移
動
の
比
率
は
神
奈
川
五
七
・
二
％
、
埼
玉
五
五
・
○
％
、
千
葉

六
二
・
三
％
と
い
う
数
字
を
示
し
て
い
る
。
農
地
法
三
条
有
償
移
動
は
四
五
年
に
は
「
か
け
こ
み
転
用
」
の
関
係
で
減
少
す
る
が
、
千

葉
、
埼
玉
で
は
そ
の
後
再
び
上
昇
し
て
い
る
。
〔
第
1
図
〕
は
上
昇
傾
向
を
と
り
始
め
た
四
七
年
に
お
け
る
三
条
有
償
移
動
に
つ
い
て
、
市

町
村
別
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
東
京
都
は
八
王
子
に
み
ら
れ
る
だ
け
で
、
神
奈
川
県
も
湘
南
、
県
央
部
に
ほ
ぼ
集
中
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
埼
玉



3条有償移動の地域的動向（昭47）第1図
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資料　各県の農地移動実態調査より作成

県
、
千
葉
県
で
は
東
京
区
部
に
隣
接
し
た
地

域
を
除
い
て
そ
の
周
辺
に
多
い
。
四
五
年
に

は
浦
和
、
大
宮
か
ら
所
沢
に
か
け
て
の
帯
状

の
地
域
に
は
い
く
つ
も
の
一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

未
満
の
地
区
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
が
、
四

七
年
に
な
る
と
連
続
的
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
高
崎
線
に
そ
っ
た
熊
谷
、
本
庄
地
域
で
移

動
面
積
の
多
い
市
町
村
が
ふ
え
て
い
る
。

　
千
葉
県
で
は
東
京
湾
に
面
し
た
地
域
、
東

葛
飾
地
域
を
中
心
と
し
て
下
総
台
地
全
域
に

広
が
っ
て
い
る
。
佐
原
、
東
庄
町
に
多
い
の

は
鹿
島
臨
海
工
業
地
帯
の
関
連
と
思
わ
れ

る
。
茨
城
県
に
つ
い
て
は
未
調
査
な
の
で
あ

る
が
、
首
都
圏
で
三
条
有
償
移
動
の
多
い
地

域
は
東
京
、
横
浜
を
中
心
と
し
た
三
〇
～
五

〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
に
ほ
ぼ
同
心
円
状
に
分

布
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
三
条
移
動
を
市
街
化
区
域
と
調
整
区
域
に

分
け
て
み
る
と
、
後
者
が
圧
倒
的
に
多
い

〔
第
2
表
〕
。
市
街
化
の
指
定
を
う
け
た
地
区

は
現
在
既
に
都
市
化
が
進
展
し
て
い
る
か
、

101



（単位：a，％）3条有償移動の区域別面積第2表

計

昭　45 昭　47

市街化調整区域

昭451昭47

市街化区域

昭451
19289
（100）

95221
（100）

60945
（100）

76808
（100）

57576
（100）

15201
（79．0）

88686
（93．0）

54058
（88．8）

74761
（97．3）

52688
（91．5）

昭　47

　4088
（21．0）

6535
（7．0）

　6887
（11．2）

∵響

神奈川

2047
（2．7）

4888
（8．5）

玉埼

葉千

資料　農地移動実態調査より作成

あ
る
い
は
そ
の
周
辺
に
位
置
し
て
い
る
た
め
に
地
価
が
上
昇
し
て
お
り
、
農
家
の
代
替
地
と

し
て
は
取
得
困
難
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
市
街
化
区
域
に
お
い
て
も
移
動
申
請
は
あ
る
が
、
農

地
の
交
換
が
主
で
あ
る
。

　
農
地
価
格
の
恒
常
的
上
昇
を
前
提
と
し
て
農
家
が
代
替
農
地
を
購
入
す
る
と
い
う
経
済
行

為
は
、
そ
れ
自
体
地
域
的
に
拡
大
す
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
が
、
農
地
法
三
条
の
有
償
移

動
が
調
整
区
域
あ
る
い
は
新
都
市
計
画
法
を
未
だ
施
行
し
て
い
な
い
地
区
に
多
く
集
中
し
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
新
都
市
計
画
法
の
施
行
と
い
う
制
度
的
要
因
が
大
き
く
作
用
し
て
い

る
。　

線
引
き
で
調
整
区
域
に
編
入
さ
れ
た
農
家
と
市
街
化
区
域
の
農
家
と
で
は
、
前
者
に
営
農

指
向
の
農
家
が
相
対
的
に
多
か
っ
た
に
せ
よ
、
市
街
化
区
域
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
脱
農
化
傾

向
の
強
い
農
家
も
ま
た
同
時
に
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
線
引
き
の
際
に
最
終
決
定
が
　
0
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

な
か
な
か
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
か
る
農
家
に
と
っ
て
五

条
転
用
が
不
可
能
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
代
る
方
法
で
農
地
を
売
却
し
、
「
土
地
が
売

れ
た
」
と
い
う
感
覚
で
こ
れ
を
と
ら
え
て
い
る
。
農
地
の
移
動
で
あ
り
な
が
ら
売
買
価
格
は

住
宅
地
価
格
よ
り
い
く
分
下
ま
わ
る
価
格
で
取
引
さ
れ
、
住
宅
地
価
格
と
の
差
は
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
の
現
在
の
開
発
状
態
あ
る
い
は
将
来
の
開
発
計
画
の
存
否
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ

る
。　

新
都
市
計
画
法
と
の
関
連
で
農
地
の
転
用
・
移
動
を
検
討
す
る
時
見
落
せ
な
い
の
は
、
都

市
化
画
区
域
に
隣
接
し
た
無
指
定
地
域
（
い
わ
ゆ
る
白
地
地
域
）
で
あ
る
。
こ
う
し
た
地
域

は
農
業
振
興
地
域
の
指
定
も
う
け
て
い
な
い
場
合
が
多
く
、
土
地
利
用
規
制
か
ら
完
全
に
開

放
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
向
っ
て
大
手
不
動
産
業
者
か
ら
農
民
に
至
る
ま
で
、
さ
ま
ざ



ま
な
形
を
と
り
な
が
ら
、
農
地
移
動
が
展
開
さ
れ
る
。
例
え
ば
神
奈
川
県
の
津
久
井
町
、
埼
玉
県
の
小
川
町
、
妻
沼
町
そ
し
て
千
葉
県
の

関
宿
町
、
富
里
村
、
八
街
町
、
大
網
白
里
町
等
が
こ
の
白
地
地
域
に
あ
た
る
。
関
宿
町
を
除
き
い
ず
れ
も
首
都
圏
整
備
法
に
よ
る
近
郊
整

備
地
帯
の
外
側
に
隣
接
し
た
地
域
で
あ
る
。

　
関
宿
町
の
場
合
、
近
郊
整
備
地
帯
に
位
置
し
な
が
ら
新
都
市
計
画
法
に
よ
る
地
域
区
分
を
し
て
い
な
い
。
こ
の
町
の
農
地
転
用
が
顕
在

化
し
た
の
は
四
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
が
、
面
積
的
に
は
年
間
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
位
で
極
め
て
小
規
模
な
転
用
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
四
七
年
に
は
一
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
五
倍
に
上
昇
し
、
面
積
、
件
数
に
お
い
て
同
じ
東
葛
飾
地
区
の
我
孫
子
市
や
鎌
ケ
谷
市
を
追

い
こ
し
て
い
る
。
四
十
二
年
か
ら
四
七
年
に
至
る
六
年
間
の
土
地
取
得
者
の
居
住
地
を
み
る
と
、
東
京
が
最
も
多
く
四
七
・
0
％
、
埼

玉
、
千
葉
が
そ
れ
ぞ
れ
＝
・
一
％
、
一
〇
・
一
％
で
あ
る
。
転
用
目
的
は
工
場
用
地
が
四
六
％
を
し
め
、
住
宅
用
地
が
こ
れ
に
次
い
で

い
る
が
、
土
地
取
得
者
の
居
住
地
と
合
せ
考
え
る
と
、
関
宿
の
農
地
転
用
は
都
内
の
中
小
企
業
の
工
場
用
地
と
し
て
進
展
し
、
後
に
住
宅

地
的
転
用
が
加
わ
っ
て
き
た
と
み
る
こ
が
で
き
る
。
ま
た
建
設
会
社
の
資
材
置
場
な
ど
も
面
積
的
に
広
い
。

　
関
宿
町
が
い
わ
ば
昭
和
三
〇
年
代
に
各
地
で
展
開
さ
れ
た
よ
う
な
転
用
形
態
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
小
川
町
で
進
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
　
0
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

四
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も
及
ぶ
山
村
の
大
規
模
宅
造
を
中
心
と
す
る
開
発
や
、
大
網
白
里
町
で
計
画
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
水
田
（
＝
二
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の
大
地
積
転
用
な
ど
は
、
そ
の
地
域
の
性
格
を
全
く
変
え
て
し
ま
う
ほ
ど
の
規
模
で
あ
り
、
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
開
発
で

あ
る
点
に
お
い
て
三
〇
年
代
と
は
全
く
異
っ
て
い
る
。

三
、
他
市
町
村
居
住
者
に
よ
る
農
地
取
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
農
家
が
新
た
に
土
地
を
取
得
す
る
要
因
と
し
て
は
従
来
は
経
営
規
模
の
拡
大
を
は
か
ろ
う
と
す
る
場
合
と
国
あ
る
い
は
民
間
の
開
発
事

業
に
よ
っ
て
農
地
が
失
わ
れ
た
場
合
の
代
替
地
取
得
と
二
つ
の
形
態
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
要
因
に
基
く
農
地
の
取
得
は
今
日
で
も
行

わ
れ
て
い
る
が
、
最
近
の
地
価
の
上
昇
に
伴
っ
て
資
産
的
性
格
の
強
い
農
地
取
得
が
表
面
化
し
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
農
地
法
に
よ
る
農
地

取
得
は
農
業
生
産
を
維
持
す
る
場
合
に
限
っ
て
そ
の
譲
受
が
許
可
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
現
実
に
は
そ
う
で
な
い
と
思
わ
れ
る
事
例
が
多

々
存
在
す
る
。
こ
こ
で
は
か
か
る
問
題
へ
の
第
一
段
階
と
し
て
他
市
町
村
居
住
者
に
よ
る
農
地
取
得
に
つ
い
て
、
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
と



千
葉
県
印
旛
地
区
を
中
心
に
述
べ
て
み
た
い
。

e
　
伊
勢
原
市
の
場
合

　
伊
勢
原
市
は
神
奈
川
県
の
中
央
部
、
厚
木
市
と
平
塚
市
、
秦
野
市
に
は
さ
ま
れ
た
地
域
に
位
置
す
る
。
こ
の
市
に
お
け
る
農
地
移
動
の

動
向
を
み
る
と
、
市
外
居
住
者
に
よ
る
農
地
取
得
の
多
い
こ
と
に
気
が
つ
く
。
昭
和
三
八
年
か
ら
四
五
年
に
至
る
八
年
間
に
移
動
し
た
農

地
の
う
ち
市
外
居
住
者
に
よ
る
譲
受
が
三
五
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
五
八
六
筆
）
で
こ
の
期
間
中
の
全
移
動
農
地
の
八
九
・
五
％
に
達
す

る
。
土
地
取
得
者
を
居
住
地
別
に
み
る
と
、
厚
木
五
〇
％
、
平
塚
四
〇
％
、
秦
野
そ
の
他
一
〇
％
と
い
う
構
成
を
示
し
て
い
る
。
厚
木
市

居
住
者
の
比
率
が
高
い
の
は
云
う
ま
で
も
な
く
厚
木
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
高
速
道
路
指
向
型
の
施
設
（
例
え
ば
倉

庫
）
の
建
設
に
よ
・
て
土
地
を
失
・
た
農
民
が
代
麓
を
伊
勢
原
に
求
め
た
こ
と
に
裁
・
従
・
て
厚
木
市
全
域
の
嚢
で
は
な
く
・
愛

甲
、
小
野
、
七
沢
、
津
古
久
等
に
多
い
。
平
塚
の
場
合
は
厚
木
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ジ
の
よ
う
な
特
定
の
開
発
が
行
わ
れ
た
と
い
う
の
で
は
な

く
、
都
市
域
の
一
般
的
拡
大
に
伴
う
も
の
で
あ
り
、
城
所
、
四
ノ
宮
、
真
土
地
区
居
住
者
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
動
き
か
ら
み
る
と
伊
勢

原
市
の
農
地
移
動
は
厚
木
方
向
か
ら
、
即
ち
東
京
の
外
延
的
拡
大
線
上
に
あ
る
だ
け
で
な
く
、
湘
南
方
向
か
ら
の
北
上
線
上
に
も
あ
る
こ
　
…
…

と
が
わ
か
る
。

次
図
は
伊
勢
原
市
の
ど
の
地
区
が
市
外
居
住
者
に
よ
・
て
取
得
さ
れ
て
い
る
か
を
示
し
た
も
の
で
蒙
・
市
外
居
住
者
の
鑑
取
得
は

ほ
ぼ
全
市
域
に
及
ぶ
が
面
積
的
に
特
に
多
い
の
が
岡
崎
、
小
稲
葉
、
下
谷
、
石
田
等
で
あ
る
。
石
田
地
区
は
厚
木
市
の
居
住
者
に
よ
っ
て

そ
の
九
〇
％
が
占
め
ら
れ
、
岡
崎
地
区
は
九
〇
％
以
上
が
平
塚
の
居
住
者
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
比
較
的
隣
接
し
た
地
域

に
代
替
地
を
求
め
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
小
稲
葉
で
は
平
塚
七
〇
％
、
厚
木
三
〇
％
、
下
谷
で
は
厚
木
五
五
％
、
平
塚
四
五
％
と
い

う
よ
う
に
厚
木
、
平
塚
更
に
は
秦
野
か
ら
入
り
乱
れ
て
い
る
地
区
も
あ
る
。

　
譲
渡
人
、
譲
受
人
の
階
層
別
構
成
を
み
る
と
、
譲
渡
人
は
一
・
○
～
二
・
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
層
が
最
も
多
く
、
全
体
の
半
数
を
占
め
て
い

る
〔
第
3
衷
〕
。
次
に
多
い
の
が
、
○
・
五
～
一
・
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
層
で
あ
る
が
、
四
六
年
に
は
二
・
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
層
が
農
地
を
手

離
し
て
い
る
。
一
方
譲
受
人
は
○
・
七
～
］
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
層
が
全
体
の
五
二
％
を
し
め
て
い
る
。
つ
ま
り
農
地
移
動
を
階
層
別
に
み

る
と
、
一
つ
の
流
れ
と
し
て
は
一
・
○
～
二
・
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
層
の
農
家
が
よ
り
多
く
農
地
を
手
離
な
し
、
そ
れ
を
一
階
層
下
の
農
家
が
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第3表伊勢原市の階層別農地移動状況（単位：戸，ha）

計

譲受人譲渡人

昭46（1～10月）

灘人lx受人

昭40（4～12月）

灘人陰受人

7
9
1
2
1
8
7
2
3
5
8

2
3
5
1
1
1
1
1
7
1
6

4

67

5
　
　
ρ
O
　
　
Q
ゾ
　
0
ゾ
　
4
　
　
2
　
　
338

1
2
2
7
6
1
4

ρ
0
　
　
4

42

2
　
　
0
0
　
　
3
　
　
Q
ソ
　
3

20

1
1
3
4
5
3
1
0

27

例外規定

0．1～0．3

0．3～0．5

0．5～0．7

0．7～1．O

LO～1．5

1．5～2．0

2．0～2．5

2．5～3．0

計

農業委員会資料より作成

購
入
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
伊
勢
原
市
の
農
地
は
前
述
の
如
く
南

北
両
面
か
ら
土
地
取
得
が
行
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
全
階
層
に
わ
た
っ
て
農

地
の
売
却
が
行
わ
れ
て
い
る
点
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
も
こ
の
場

合
移
動
農
地
が
非
常
に
分
散
的
で
あ
る
。

⇔
　
印
旛
地
区
の
場
合

　
下
総
台
地
は
現
在
大
規
模
開
発
が
各
地
で
展
開
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
の

農
地
移
動
も
多
い
。
そ
の
北
総
台
地
の
ほ
ぼ
中
核
に
位
置
す
る
印
旛
地
区
に

お
け
る
農
地
移
動
の
う
ち
、
特
に
他
市
町
村
居
住
者
に
よ
る
農
地
取
得
状
況

を
示
し
た
の
が
〔
第
4
表
〕
で
あ
る
。

　
ま
ず
印
旛
地
区
内
の
移
動
と
地
区
外
の
移
動
の
比
率
を
み
る
と
、
前
者
が

五
三
・
二
％
で
半
数
を
若
干
上
ま
わ
っ
て
い
る
。
地
区
外
取
得
者
の
範
囲
は

実
に
広
範
で
東
京
都
区
内
か
ら
三
名
（
八
街
二
名
で
四
七
年
申
請
面
積
は
そ

れ
ぞ
れ
六
七
ア
ー
ル
、
　
一
〇
八
ア
ー
ル
、
富
里
六
四
ア
ー
ル
）
、
都
下
稲
城

市
か
ら
一
名
富
里
村
（
八
五
ア
ー
ル
）
に
農
地
を
取
得
し
て
い
る
の
を
は
じ

め
と
し
て
、
県
内
は
千
葉
、
東
葛
飾
は
も
ち
ろ
ん
山
武
郡
に
ま
で
及
ん
で
い

る
。
他
市
町
村
に
農
地
を
求
め
る
場
合
は
、
農
地
所
在
地
の
知
事
の
許
可
を

う
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
現
在
は
耕
作
距
離
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
基

準
と
し
て
、
こ
れ
以
内
な
ら
受
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
他
農

地
法
に
よ
る
下
限
規
定
が
あ
っ
て
、
新
た
に
取
得
す
る
農
地
を
含
め
て
五
〇

ア
ー
ル
以
上
所
有
し
て
い
な
け
れ
ば
農
家
と
し
て
認
め
ら
れ
ず
、
従
っ
て
農

地
の
取
得
は
出
来
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
知
事
の
認
可
が
必
要
と
さ
れ
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る
。
こ
の
よ
う
な
条
件
に
適
合
し
た
農
家
だ
け
が
他
市
町
村
に
農
地
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
四
七
年
に
お
け
る
各
市
町
村
別
三
条
有
償
移
動
を
み
る
と
、
成
田
、
印
西
、
富
里
、
佐
倉
等
が
多
い
が
、
こ
れ
ら
の
市
町
村
で

は
自
地
区
内
で
の
移
動
が
主
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
本
埜
村
で
は
、
三
条
有
償
移
動
の
う
ち
七
一
％
が
、
ま
た
白
井
町
で
は
六
四
・
二

％
が
町
外
居
住
者
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
て
い
る
。
本
埜
村
に
農
地
を
多
く
取
得
し
て
い
る
の
は
栄
町
の
農
家
で
、
こ
れ
は
大
規
模
宅
地
造

成
計
画
に
伴
う
代
替
地
の
取
得
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
白
井
町
の
場
合
は
、
そ
の
殆
ん
ど
が
松
戸
、
鎌
ケ
谷
、
船
橋
等
都
市
化
の
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

進
ん
だ
地
域
の
農
家
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
て
い
る
。

⇔
　
他
市
町
村
ぞ
の
土
地
取
得
要
因

　
農
家
が
他
市
町
村
に
農
地
を
取
得
す
る
要
因
と
し
て
次
の
二
点
が
指
摘
で
き
る
。
第
一
は
税
金
対
策
で
あ
る
。
昭
和
四
五
年
以
前
に

は
、
農
家
が
土
地
を
売
却
し
、
そ
の
代
金
を
も
っ
て
住
家
の
新
改
築
、
代
替
地
の
購
入
、
貸
家
・
ア
パ
ー
ト
等
の
建
築
資
金
等
に
充
当
し

た
場
合
は
、
そ
の
金
額
だ
け
所
得
税
の
課
税
対
象
か
ら
免
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
四
五
年
の
新
都
市
計
画
法
の
施
行

に
伴
う
税
法
改
正
に
よ
り
住
家
の
新
改
築
あ
る
い
は
市
街
化
調
整
区
域
で
の
代
替
地
取
得
の
場
合
を
除
き
、
土
地
売
却
代
金
は
全
て
所
得
　
0
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

税
の
課
税
対
象
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
一
方
で
は
市
街
化
区
域
の
農
地
を
出
来
る
だ
け
多
く
放
出
さ
せ
都
市
的
土
地
需
要
に
対
し
て
供
給
量
の
増
大
を
は
か
る
と
共

に
、
一
方
で
は
市
街
化
区
域
内
農
家
に
農
地
保
有
の
道
を
開
く
た
め
の
税
制
面
で
の
方
策
で
あ
っ
た
。
こ
の
税
法
改
正
は
確
か
に
農
家
の

土
地
代
金
の
使
途
を
代
替
地
購
入
に
誘
導
す
る
効
果
は
あ
っ
た
。
し
か
し
農
家
が
土
地
売
却
代
金
の
全
て
を
代
替
地
取
得
に
用
い
る
場
合

は
少
な
く
、
い
く
つ
か
の
他
目
的
に
使
用
し
た
残
金
で
で
き
る
だ
け
広
い
面
積
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
。
そ
う
す
る
と
既
に
都
市
化
の
進

展
し
た
、
こ
こ
で
云
え
ば
船
橋
と
か
松
戸
市
内
で
は
調
整
区
域
で
あ
っ
て
も
地
価
は
か
な
り
高
騰
し
て
お
り
、
地
価
が
相
対
的
に
安
い
土

地
を
探
し
て
い
く
と
、
隣
接
の
市
町
村
に
入
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
自
市
町
村
内
に
求
め
る
場
合
も
あ
る
が
、
よ

り
広
い
面
積
の
確
保
を
前
提
と
す
れ
ば
、
許
可
が
得
ら
れ
る
範
囲
で
周
辺
市
町
村
に
ま
で
及
ば
ざ
る
を
え
な
い
。
現
在
の
許
可
範
囲
は
前

述
の
如
く
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
標
準
で
あ
る
。

　
第
二
は
資
産
的
土
地
取
得
の
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
神
奈
川
県
で
は
既
に
三
〇
年
代
後
半
か
ら
こ
の
動
き
は
み
ら
れ
て



い
た
が
、
現
在
は
千
葉
県
、
埼
玉
県
で
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
印
旛
地
区
は
目
下
大
規
模
開
発
が
進
行
中
な
の
で
こ
れ
に
関
連
し
た
代
替
地
取
得
も
か
な
り
広
く
行
わ
れ
て
い
る
。
昭
和
四
七
年
の
知

事
許
可
実
績
の
う
ち
五
〇
ア
ー
ル
以
上
取
得
し
た
農
家
が
四
〇
戸
、
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
取
得
し
た
農
家
が
一
一
戸
あ
る
。
単
年
度
の
資

料
な
の
で
属
人
的
土
地
取
得
状
況
を
詳
ら
か
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
こ
の
数
字
を
み
た
だ
け
で
も
、
大
規
模
開
発
に
伴
う
代
替

地
の
取
得
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
判
断
で
き
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
相
対
的
に
広
い
面
積
を
取
得
し
て
い
る
農
家
は
印
旛
地
区
内
に
多
い
こ

と
、
千
葉
県
開
発
庁
か
ら
土
地
を
購
入
し
て
い
る
農
家
の
存
在
な
ど
も
こ
の
判
断
の
裏
づ
け
に
な
ろ
う
。
こ
れ
は
開
発
途
上
に
あ
る
印
旛

地
区
の
特
徴
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
外
の
農
地
取
得
の
一
件
当
り
の
面
積
は
極
め
て
小
規
模
で
（
〔
第
4
表
〕
参
照
）
、
例
え
ば
船
橋
、
市

川
、
習
志
野
、
松
戸
、
我
孫
子
、
千
葉
、
八
千
代
、
鎌
ケ
谷
等
七
市
の
居
住
者
の
一
人
当
り
取
得
面
積
は
平
均
し
て
二
二
・
八
ア
ー
ル
で

あ
る
。
二
〇
ア
ー
ル
前
後
で
果
し
て
経
営
規
模
の
拡
大
が
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
例
外
的
に
は
既
に
出
耕
作
し
て
い
る
圃
場
の
隣
接
地
に
取

得
し
た
場
合
も
あ
ろ
う
し
、
今
後
更
に
規
模
拡
大
意
向
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
現
実
の
動
き
と
し
て
面
積
的
に
狭
少
で
分
散

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

的
で
あ
る
こ
と
を
み
る
と
、
市
外
に
求
め
ら
れ
る
農
地
は
農
業
生
産
の
場
と
し
て
よ
り
も
資
産
的
性
格
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
農
地
価
格
は
宅
地
に
比
し
て
相
対
的
に
低
い
と
い
っ
て
も
、
そ
こ
で
農
業
生
産
を
し
て
採
算
性
を
保
つ
に
は
高
度
の
集
約
化
か
規
模
拡

大
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
の
広
さ
と
集
約
化
し
た
場
合
の
便
益
性
は
他
市
町
村
で
は
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
今
日
の
日
本
で
農
地
を
買
入
れ
て
経
営
規
模
の
拡
大
を
計
る
こ
と
は
、
土
地
価
格
の
高
騰
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
経
営
的
に
も
極
め
て

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
ま
し
て
や
首
都
圏
三
〇
～
五
〇
キ
ロ
圏
に
お
い
て
は
そ
う
で
あ
る
。
本
格
的
に
経
営
規
模
の
拡
大
を
計
る
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

ば
、
農
地
の
賃
貸
方
式
を
と
っ
た
方
が
は
る
か
に
実
現
性
が
濃
厚
で
あ
る
。

　
他
市
町
村
に
取
得
し
た
農
地
の
耕
作
状
況
に
つ
い
て
は
未
だ
調
査
が
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
が
行
わ
れ
れ
ば
そ
の
土
地
取
得
の
本

来
の
目
的
が
一
目
瞭
然
と
な
ろ
う
。

　
他
市
町
村
に
取
得
し
た
農
地
を
再
び
売
却
す
る
動
き
は
、
全
く
な
く
は
な
い
が
ま
だ
少
な
い
。
こ
れ
は
ひ
と
つ
に
は
、
農
地
法
に
よ
っ

て
農
地
譲
受
人
の
条
件
が
農
家
に
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
市
街
化
区
域
あ
る
い
は
無
指
定
地
域
の
五
条
転
用
の
よ
う
に
需
要
者
が
多

く
な
い
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
山
林
の
場
合
は
譲
受
人
に
制
限
が
な
い
の
で
、
あ
る
一
区
画
の
地
片
が
次
々
に
転
売
さ
れ
る
ケ

110



ー
ス
が
生
じ
て
い
る
。
例
え
ば
前
述
の
関
宿
町
の
場
合
、
山
林
移
動
に
お
け
る
譲
渡
人
の
町
内
・
町
外
居
住
者
別
構
成
を
み
る
と
、
四
二

年
に
は
八
五
％
を
し
め
て
い
た
町
内
居
住
者
が
四
七
年
に
は
一
五
％
に
減
少
し
て
い
る
。
し
か
も
農
家
に
よ
る
山
林
の
売
却
面
積
は
年
々

減
少
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
売
買
さ
れ
る
山
林
面
積
は
増
え
て
い
る
。
こ
の
奇
妙
な
現
象
は
、
関
宿
町
の
山
林
が
既
に
投
機
の
対
象

と
な
り
、
農
家
の
所
有
し
て
い
た
山
林
が
ま
ず
不
動
産
業
者
に
買
取
ら
れ
、
そ
の
買
入
者
が
再
び
第
三
者
に
売
却
す
る
と
い
う
過
程
を
く

り
返
し
て
い
く
結
果
生
ず
る
現
象
で
あ
る
。
新
し
く
供
給
さ
れ
る
山
林
は
毎
年
二
～
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
に
対
し
て
、
売
買
さ
れ
る
山

林
面
積
は
五
～
一
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。
こ
う
し
た
売
買
が
く
り
返
さ
れ
る
た
び
に
価
格
は
引
上
げ
ら
れ
関
宿
町
全
体
の
地
価
上
昇
へ

と
つ
な
が
っ
て
い
く
。

四
、
農
地
移
動
の
階
層
性

e
　
農
地
の
階
層
間
移
動

　
昭
和
三
⊥
ハ
年
農
業
基
本
法
が
制
定
さ
れ
た
後
で
、
農
地
の
流
動
化
に
強
い
関
心
が
む
け
ら
れ
た
時
期
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
経
済
の
高
度

成
長
に
よ
る
農
家
労
働
力
の
急
激
な
流
出
、
農
家
戸
数
の
減
少
、
こ
れ
が
耕
地
の
再
配
分
を
も
た
ら
し
、
農
業
指
向
農
家
の
農
地
取
得
を

可
能
な
ら
し
め
、
そ
し
て
自
立
経
営
農
家
の
確
立
が
期
待
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
、
い
わ
ば
構
造
論
的
発
想
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
現
実
に
は
農
村
労
働
力
の
都
市
へ
の
流
出
は
あ
っ
て
も
、
こ
れ
が
即
農
家
戸
数
の
減
少
に
は
つ
な
が
ら
ず
、
従
っ
て
農
地
の
流
動
化
は

進
ま
な
い
ば
か
り
か
、
所
有
権
の
移
動
を
伴
わ
な
い
請
負
耕
作
の
よ
う
な
経
営
方
法
す
ら
発
生
す
る
に
い
た
っ
た
。
そ
こ
で
農
地
流
動
化

に
つ
い
て
幾
多
の
調
査
研
究
が
な
さ
れ
た
結
果
、
農
家
が
完
全
に
離
農
し
え
い
要
因
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
供

給
側
に
つ
い
て
は
第
一
に
転
業
し
て
も
他
産
業
で
一
家
を
支
え
ら
れ
る
だ
け
の
賃
金
が
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
、
ま
た
雇
用
関

係
の
将
来
性
に
つ
い
て
も
不
安
が
残
る
こ
と
、
第
二
に
社
会
保
障
の
た
ち
お
く
れ
、
第
三
に
農
地
の
資
産
的
保
有
傾
向
の
強
い
こ
と
な

ど
。
他
方
農
地
を
取
得
す
る
側
に
つ
い
て
は
、
農
地
価
格
が
農
業
の
収
益
性
以
上
に
高
騰
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
規
模
拡
大
を
し
て
も
必

ず
し
も
生
産
性
の
向
上
に
は
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
、
例
え
ば
米
の
生
産
費
調
査
に
よ
れ
ば
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
位
ま
で
は
経
営
面
積
の
増
大
に

伴
っ
て
生
産
費
の
低
下
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
な
る
と
鈍
化
傾
向
を
示
す
こ
と
な
ど
が
あ
り
農
地
の
流
動
性
は
非
常
に
乏
し
い
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1越地区の階層間農地移動件数（知事許可分，昭47．7～48．6）第5表
　　譲受人

�n人

G．5h昧満 G．5～1．0 1．0～1．5 1．5～2．G 2．G～3．0 3．Oha以上 計
上層への

ﾚ　動
総農

ﾆ数

α5ha未満 2
3

3
4

3
0

2
3

1
3

1
124

S3）
101 9353

0．5～LO 3
3

42 3
8

2
6

2
0

159

i29．8）
鴎 7148

1．0～1，5 2
0

40 3
4

2
7

1
5

1
137

i25．7＞

43 4846

1．5～2．0 1
2

2
1

1
8

1
0

1
4

　75

i14．1）

1
4

2535

2．0～3．0 9 8 6 6 3
32

i＆0＞
1240

3．0以上 1 1 2 1 1
　6

i1．1）

8
7

計
98

i1＆4）

146

i2乳4）

128

S6）

93

i17．4）

66

i12．5）

　2

i鋤

533

i100）
242 25227

下層への

ﾚ　動
7
5

7
0

2
6

7 1 1 179

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

と
い
う
の
が
通
説
で
あ
る
。

　
さ
て
近
年
千
葉
、
埼
玉
等
で
増
加
傾
向
に
あ
る
農
地
の
三
条

移
動
は
い
か
な
る
階
層
間
移
動
を
し
て
い
る
か
を
示
す
た
め
に

作
成
し
た
の
が
〔
第
5
表
〕
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
こ
の
表
は
四
七
年
七
月
か
ら
一
年
間
の
川
越
地
区
の
農
地
移

動
の
う
ち
知
事
許
可
分
で
、
し
か
も
交
換
を
除
い
た
件
数
で
あ

る
。
移
動
件
数
五
三
三
件
、
譲
渡
人
は
全
階
層
に
及
ん
で
い
る

が
、
農
家
戸
数
に
対
す
る
比
率
を
み
る
と
、
0
・
五
～
二
・
○

ヘ
ク
タ
ー
ル
層
が
相
対
的
に
多
い
。

　
こ
の
五
三
三
件
の
農
地
移
動
は
申
請
書
に
よ
る
と
全
て
経
営

規
模
拡
大
あ
る
い
は
代
替
地
取
得
と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
実
際
の
階
層
間
移
動
を
み
る
と
次
の
よ
う
な
数
字
が
得

ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
下
層
か
ら
上
層
へ
の
移
動
は
二
四
二
件
で

全
体
の
四
五
・
四
％
、
上
層
よ
り
下
層
へ
の
移
動
は
一
七
九
件

で
三
三
・
六
％
、
同
階
層
間
移
動
が
一
一
二
件
で
二
一
．
○
％

と
な
る
。
上
層
へ
の
移
動
二
四
二
件
は
と
に
か
く
上
層
へ
移
動

し
た
件
数
で
あ
り
○
・
五
～
一
・
○
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
家
が

○
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
の
農
家
か
ら
土
地
を
購
入
し
た
場
合

も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
全
体
の
移
動
件
数
の
三
分
の
一
は
上
層
か
ら
下
層
へ
移
動
し

て
お
り
、
こ
れ
は
耕
地
の
細
分
化
、
分
散
化
を
も
た
ら
し
て
い
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る
。
川
越
地
区
で
は
譲
受
人
は
小
規
模
層
ほ
ど
多
い
。
こ
れ
は
農
家
戸
数
そ
の
も
の
が
多
い
こ
と
と
も
関
連
し
て
い
る
が
、
農
地
取
得
が

資
産
保
有
的
傾
向
が
強
い
と
す
れ
ば
、
小
規
模
層
ほ
ど
一
面
に
お
い
て
代
替
地
の
取
得
に
積
極
的
で
あ
る
と
い
う
解
釈
が
で
き
る
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。

⇔
　
譲
渡
事
由

　
昭
和
四
二
年
以
降
農
林
省
は
毎
年
農
地
移
動
実
態
調
査
を
実
施
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
譲
渡
事
由
を
交
換
、
農
業
経
営
縮
少
、
資
金

取
得
．
負
債
支
払
、
相
手
方
の
要
望
等
に
分
類
し
て
い
る
。
こ
の
調
査
は
各
市
町
村
段
階
の
実
績
を
集
計
す
る
方
式
を
と
っ
て
い
る
た

め
、
現
在
各
市
町
村
で
こ
の
農
林
省
分
類
に
従
っ
た
統
計
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
印
旛
地
区
に
お
け
る
譲
渡
事
由
を
み
る
と
相
手
方
の
要
望
が
最
も
多
く
六
三
・
四
％
を
占
め
て
い
る
〔
第
6
表
〕
。
東
京
か
ら
三
〇
～
五

〇
キ
ロ
圏
に
あ
り
相
対
的
に
地
価
も
安
く
、
し
か
も
大
規
模
開
発
が
進
行
中
で
あ
る
な
ど
農
地
に
対
す
る
需
要
が
増
大
し
て
い
る
の
で
、

「
相
手
方
の
要
望
」
が
こ
の
よ
う
な
高
い
比
率
を
も
た
ら
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
神
奈
川
県
の
津
久
井
町
に
お
い
て

も
相
手
方
要
望
が
半
数
近
く
を
し
め
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
だ
一
方
に
お
い
て
農
家
の
土
地
の
実
際

売
買
が
ど
う
い
う
形
で
行
わ
れ
る
か
も
み
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
農
家
が
土
地
を
売
り
た
い
時
、
買
手
と
直
接
交
渉
す
る
場
合
は

少
な
く
、
第
三
者
が
仲
介
す
る
。
そ
の
第
三
者
は
地
元
農
家
が
不
動
産
業
を
営
ん
で
い
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
仲
介
者
を
通
し
て
農
地
購

入
の
意
図
が
伝
え
ら
れ
る
の
で
、
農
家
に
は
相
手
方
の
要
望
で
あ
る
か
の
よ
う
に
み
え
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
土
地
代
金
の
使
途
を
追
っ
て

み
る
と
住
家
の
新
改
築
資
金
に
充
当
さ
れ
、
こ
れ
が
本
来
の
譲
渡
事
由
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
従
っ
て
川
越
市
の
場
合
の
よ
う
に
家
屋
新

改
築
の
た
め
と
い
う
一
項
目
を
設
け
て
お
く
と
、
相
手
方
の
要
望
が
減
少
し
、
家
屋
新
改
築
が
最
も
多
く
な
る
。

　
首
都
圏
の
五
〇
～
六
〇
キ
ロ
圏
の
農
家
に
と
っ
て
は
、
三
〇
年
代
の
二
〇
～
三
〇
キ
ロ
圏
の
農
家
の
土
地
ブ
ー
ム
を
知
っ
て
お
り
、
そ

う
し
た
状
態
の
到
来
を
期
待
し
て
い
た
面
も
あ
る
。
従
っ
て
そ
れ
が
、
現
実
に
自
ら
の
も
の
に
な
っ
た
現
在
、
こ
う
し
た
土
地
需
要
に
よ

る
農
地
の
転
用
移
動
に
対
し
て
「
土
地
が
売
れ
た
」
と
い
う
と
ら
え
方
を
し
て
い
る
。
手
離
し
た
農
地
が
少
な
い
場
合
に
は
、
た
と
え
一

部
を
売
却
し
て
も
、
今
日
の
農
業
は
集
約
化
さ
れ
て
い
る
の
で
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
前
後
の
耕
地
で
経
営
が
成
立
つ
と
の
考
え
方
が
根
強
い
。

　
そ
し
て
、
現
在
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
前
後
の
土
地
で
集
約
的
経
営
を
成
功
さ
せ
て
い
る
農
家
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
営
的
発
展
の
上
に
成
立
つ
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第6表　千葉県印旛地区における譲渡事由件数（知事許可分　昭48．1～10）

計

そ
　
の
　
他

1

1

2

4

18

　　5

42

13

23

44

30

17

19

27

90

19

347

相
手
方
の
要
望
一

　1

　2

19

　8

14

資金取得・負債支払

42

P5

X

11

12

79

　　8

220

農業経営縮少

そ
の
他

2
　
　
1
　
　
　
　
　
1

4

生
活
資
金

負
債
返
済

転
業
資
金

住
宅
建
築

不
耕
作

経
営
縮
少

労
力
不
足

交

＼1換

「
°
2

1

－
ゐ
　
1
　
　
1
　
　
だ
U

1
　
　
1
　
　
1
　
　
噌
⊥

－
　
　
F
D

3
　
　
　
　
　
1
　
　
1

・
1
到
u
　
・

噸
⊥
　
　
　
　
2
　
　
1
　
　
Q
り

1
1
1
3
2
1
3
3
3
8

1
　
　
1

1

」
絵
　
　
7
8

11

¶
工
　
2

4
1
　
　
1
9

2
1
5
1
1
　
1
1
3
4

19

1
　
　
　
　
4

2
4
4
1
1
6

譲
渡
事
由
＼

　
　
　
　
　
　
道
井
街
里
旛
井
西
埜

　
　
＼
　
　
　
街
々

＼
市
町
村
名
四
酒
八
富
印
白
印
本

　
倉
田
他

栄
　
　
　
の
計

　
佐
成
そ

1（63・・）1（…）1（…）

印旛支庁申請綴より作成

（17．9）（12．9）比率1（…）

て
い
る
こ
と
、
ま
た
三
〇
年
代
に
は
集
約
的
商
品
生

産
農
業
へ
の
徐
走
期
間
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
が
、

四
〇
年
代
で
は
も
は
や
そ
れ
が
不
可
能
に
近
い
と
い

う
社
会
的
条
件
に
つ
い
て
の
理
解
が
十
分
に
さ
れ
て

い
な
い
。

　
三
〇
～
五
〇
キ
ロ
圏
の
農
家
の
土
地
売
却
代
金
の

使
途
を
み
る
と
、
そ
の
大
部
分
が
住
家
の
新
改
築
、

自
家
用
車
の
購
入
資
金
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
地
域
で
は
土
地
需
要
は
あ
っ
て
も
、
貸
家
・
ア

パ
ー
ト
等
都
市
的
土
地
利
用
の
機
会
に
は
乏
し
い
。

特
に
市
街
化
調
整
区
域
で
は
道
路
沿
い
の
地
区
を
除
　
1
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

い
て
農
地
転
用
は
原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
こ
れ
ら
の
地
域
に
お
け
る
土
地
売
却
が

す
ぐ
れ
て
財
産
切
り
売
り
的
性
格
を
も
っ
て
い
る
こ

と
を
物
語
っ
て
い
る
。
大
都
市
に
近
接
し
た
地
域
で

は
農
家
に
よ
る
貸
家
・
ア
パ
ー
ト
と
か
ゴ
ル
フ
練
習

場
、
駐
車
場
等
の
経
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら

の
多
く
は
現
段
階
で
は
財
産
の
一
時
的
転
換
で
あ
っ

た
り
、
土
地
利
用
型
の
施
設
経
営
で
あ
る
に
せ
よ
、

土
地
の
多
角
的
利
用
が
可
能
で
あ
り
、
都
市
化
に
対

す
る
ひ
と
つ
の
対
応
策
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
と



こ
ろ
が
、
現
在
土
地
移
動
の
激
し
い
三
〇
～
五
〇
キ
ロ
圏
で
は
、
こ
の
よ
う
な
い
わ
ば
都
市
的
土
地
利
用
の
条
件
が
そ
な
わ
っ
て
い
な

い
。
つ
ま
り
都
市
域
の
拡
大
に
よ
っ
て
都
市
的
土
地
需
要
が
増
大
し
た
の
で
は
な
く
投
機
性
を
も
っ
た
土
地
需
要
の
み
が
先
行
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
近
郊
整
備
地
帯
の
内
周
部
と
外
周
部
と
で
は
性
格
が
異
っ
て
い
る
。

ま

と

め

　
e
首
都
圏
に
お
け
る
農
地
移
動
は
、
東
京
を
中
心
と
し
て
ほ
ぼ
三
〇
～
五
〇
キ
ロ
圏
に
お
い
て
最
も
多
い
。
農
家
の
農
地
取
得
の
一
般

的
要
因
は
、
経
営
規
模
の
拡
大
を
意
図
す
る
場
合
と
開
発
に
よ
っ
て
農
地
を
失
っ
た
農
家
に
よ
る
代
替
地
取
得
で
あ
り
、
こ
れ
は
今
日
で

も
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
最
近
農
家
に
よ
る
資
産
保
有
的
、
、
投
機
的
農
地
取
得
が
他
市
町
村
で
の
取
得
も
含
め
て
広
範
に
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
表
面
的
に
は
経
営
規
模
の
拡
大
、
代
替
農
地
の
取
得
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
資
産
保
有
的
性

格
の
強
い
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
取
得
農
地
は
概
し
て
狭
少
且
分
散
的
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
農
業
生
産
の
発
展
に
は
む
す
び
つ
き
に

く
い
。
こ
の
よ
う
な
動
き
は
農
地
価
格
の
恒
常
的
上
昇
と
い
う
経
済
的
要
因
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
新
都
市
計
画
法
施
　
螂

行
後
市
街
化
調
整
区
域
に
お
い
て
急
速
に
増
加
傾
向
を
み
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
す
る
と
制
度
的
要
因
も
強
く
作
用
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

　
⇔
こ
の
資
産
保
有
的
農
地
取
得
の
農
地
転
用
（
五
条
）
と
の
相
異
は
、
前
者
の
譲
受
人
が
不
特
定
で
あ
る
の
に
対
し
て
後
者
は
農
家
に

限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
農
地
転
用
に
お
け
る
農
外
資
本
の
如
く
一
挙
に
広
大
な
面
積
を
取
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

従
っ
て
農
地
価
格
の
高
騰
が
続
き
、
農
家
の
資
金
的
限
界
を
こ
え
る
と
、
こ
う
し
た
性
格
の
農
地
移
動
は
減
少
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
目
市
街
化
調
整
区
域
で
の
農
地
取
得
は
、
新
都
市
計
画
法
の
実
施
に
伴
う
税
法
改
正
に
よ
っ
て
誘
導
さ
れ
た
側
面
が
あ
り
、
制
度
的
影

響
を
み
の
が
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
の
点
で
「
線
引
き
凍
結
」
あ
る
い
は
農
業
振
興
地
域
の
指
定
等
が
実
施
さ
れ
た
場
合
、
農
地
移
動

は
ど
う
な
る
か
。
投
機
性
を
も
っ
て
い
る
が
故
に
こ
の
よ
う
な
土
地
利
用
上
の
規
制
が
大
き
く
作
用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
一
方
市

街
化
区
域
の
宅
地
並
み
課
税
が
A
農
地
に
つ
い
て
は
既
に
四
八
年
か
ら
実
施
さ
れ
、
C
農
地
に
つ
い
て
も
五
二
年
実
施
の
計
画
が
た
て
ら

れ
て
お
り
、
今
日
都
市
近
郊
農
家
に
と
っ
て
最
大
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
農
地
の
三
条
有
償
移
動
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
た
制
度
的
要



因
と
前
述
の
経
済
的
要
因
と
の
関
連
に
お
い
て
把
握
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
回
の
報
告
で
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
必
ず
し
も
十

分
な
検
討
を
な
し
得
な
か
っ
た
が
、
今
後
も
こ
う
し
た
側
面
か
ら
農
地
移
動
に
つ
い
て
の
追
求
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
注

　
（
1
）
　
長
島
弘
道
「
草
加
市
に
お
け
る
農
家
の
非
農
業
的
土
地
利
用
」
（
『
人
文
地
理
』
二
四
ー
一
号
、
昭
和
四
七
年
）

　
（
2
）
　
前
田
利
光
『
日
本
資
本
主
義
と
土
地
問
題
』
、
新
評
論
、
昭
和
四
七
年

　
（
3
）
　
神
奈
川
県
農
政
部
農
地
調
整
課
「
神
奈
川
県
に
お
け
る
農
地
事
情
」
、
昭
和
四
六
年

　
（
4
）
　
千
葉
県
開
発
庁
北
総
開
発
局
「
一
九
七
一
北
総
開
発
事
業
概
要
」

　
（
5
）
　
最
近
の
事
例
と
し
て
は
、
市
川
市
の
梨
栽
培
農
家
が
香
取
郡
の
下
総
町
（
一
一
戸
、
一
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
と
栗
源
町
（
一
〇
戸
、
一
八
ヘ
ク
タ

　
　
　
ー
ル
）
に
土
地
を
取
得
し
て
梨
園
を
造
成
し
た
。
ま
た
市
川
市
お
よ
び
鎌
ケ
谷
市
で
搾
乳
業
を
経
営
し
て
い
た
七
牧
場
（
こ
の
中
に
は
昭
和
初
年

　
　
　
東
京
か
ら
市
川
に
移
転
し
て
き
た
牧
場
も
あ
る
）
が
、
四
七
年
長
生
郡
長
南
町
に
二
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
を
取
得
し
て
、
集
団
的
に
全
面
移
転

　
　
　
し
た
。
こ
の
他
に
東
金
市
、
大
網
白
里
町
へ
の
個
人
的
移
転
も
あ
る
。
尚
、
香
取
郡
の
梨
園
造
成
に
つ
い
て
は
県
の
開
発
庁
が
関
係
し
、
長
南
町

　
　
　
の
牧
場
は
県
農
業
開
発
公
社
が
、
土
地
造
成
を
行
い
、
牧
場
は
公
社
か
ら
土
地
を
購
入
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…

　
（
6
）
東
名
高
速
道
路
と
厚
木
イ
ソ
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
建
設
に
よ
っ
て
農
地
を
失
っ
た
農
家
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
神
奈
川
県
「
東
名
高
速
道
路
開
発

　
　
　
と
農
業
生
産
構
造
」
　
（
昭
和
四
三
年
）
に
詳
し
い
。

　
（
7
）
　
土
地
取
得
規
模
に
つ
い
て
は
、
大
字
別
に
ド
ッ
ト
し
た
の
で
あ
る
が
、
市
街
化
区
域
と
調
整
区
域
に
ま
た
が
る
地
区
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も

　
　
　
そ
の
よ
う
に
作
図
し
て
い
な
い
。

　
（
8
）
　
他
市
町
村
で
の
耕
作
に
つ
い
て
は
、
各
市
町
村
間
で
毎
年
交
換
さ
れ
る
出
耕
作
調
査
に
よ
っ
て
人
員
、
面
積
、
範
囲
は
把
握
で
き
る
。
（
例
え

　
　
　
ば
船
橋
市
の
場
合
、
市
川
市
、
八
千
代
市
、
鎌
ケ
谷
市
等
を
は
じ
め
と
し
て
、
印
旛
郡
は
も
ち
ろ
ん
遠
く
佐
原
市
、
市
原
市
に
ま
で
及
ん
で
い

　
　
　
る
。
）
但
耕
作
の
実
態
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
（
9
）
　
阪
本
楠
彦
「
農
地
政
策
の
理
想
と
現
実
」
（
『
農
業
と
経
済
』
三
九
1
＝
二
号
、
昭
和
四
八
年
）

　
（
1
0
）
　
梶
井
功
『
小
企
業
農
の
存
立
条
件
』
東
大
出
版
会
、
昭
和
四
八
年

　
（
1
1
）
　
中
村
広
次
「
農
地
の
流
動
化
を
ど
う
進
め
る
か
」
（
『
農
業
と
経
済
』
三
ニ
ー
三
号
、
昭
和
四
二
年
）

　
（
1
2
）
　
こ
こ
に
い
う
川
越
地
区
と
は
川
越
市
、
所
沢
市
等
埼
玉
県
川
越
農
林
事
務
所
管
内
の
七
市
八
町
村
の
こ
と
で
あ
る
。


